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第２回NATOカタログ制度説明会資料
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防衛装備庁 調達企画課 類別・標準化企画室
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本日の説明項目（今説明会の目的）

１ NATOカタログ制度を理解する（前回のおさらい）

２ NATOカタログ制度の活用方法を知る



3

本日の説明項目 （もくじ）

１ NATOカタログ制度を理解する（前回のおさらい）
（１）NATOカタログ制度と日本
（２）NATOカタログ制度の目的・原則
（３）NATOカタログ制度に参加する国々
（４）NATO物品番号（NSN)、NATOカタログ制度のデータベース（NMCRL）
（５）諸外国におけるNMCRLの契約状況、諸外国企業の利用状況、他国の例
（６）NMCRLの契約について
（７）NMCRL体験のお知らせ

２ NATOカタログ制度の活用方法を知る
（１）NMCRLに含まれるデータ
（２）NMCRLの活用事例（デモンストレーション）
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１ NATOカタログ制度を理解する
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（１）NATOカタログ制度（NATO Codification System：NCS）と日本

NATOカタログ

1950年代
NATOカタログ制度創設

防衛省カタログ

1962年～
「防衛庁カタログ」運営

1992年～
データベース「NMCRL」の運用

2011年
NATOカタログ制度
参加（Tier1）

2020年
Tier2へ

我が国独自のカタログを作成し、自衛隊の任務
遂行に必要な装備品等を維持・管理し、使用可
能な状態に保つため、品目名を定め、独自の物
品番号を付与。

欧州製装備品の導
入にあたり、NATO
物品番号を使用し効
率的な調達を目指す。

防衛省カタログの内
容をNATOカタログに
移管するよう取組中。

※NATO支援調達庁（NSPA）
がカタログ制度を管理
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➢ 補給の共通言語を確立する

➢ 相互運用・相互互換を可能にする

➢ 在庫の重複を極減しコストを削減する

➢ 購買可能性を上げ品質向上を支援する

➢ １つの補給品目に１つのNSNを付与する

➢ 設計権を保有する国のNCBが責任をもって登録する

NCSの原則

NCB : National Codification Bureau（国家類別局）

※ 日本では、防衛装備庁 調達企画課 類別・標準化企画室が担任

NCSの目的

（２）NATOカタログ制度の目的・原則
（NATO Codification System：NCS）
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NATO加盟国(3２)

Tier2国(18)

Tier1国(15)

非参加国

2020年10月、日本はTier1
からTier2へ昇格

2011年4月、日本
がTier1参加

【NCS参加ステータスと権限】

Tier2: データベース閲覧に加え

データ登録・交換

Tier1: データベース閲覧のみ

（３）NATOカタログ制度に参加する国々
（NATO Codification System：NCS）

NATOカタログ制度に参加する国々

現在の参加国は、
６５か国
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類別 ー Codification

（４－１）NATO物品番号ーNSN (NATO Stock Number)

PHILLIPS – part No. 123

調
達
実
績
の
あ
る
製
品

SONY – part No. ABC

OSRAM – part No. y18p

TESLA – part No. A214

6240 – 30 – 123 - 4567

補

給

品

1つの補給品目 = 1つのNSN

分類番号 国別番号 識別番号
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（４－２）NATOカタログ制度のデータベースーNMCRL
(NATO Master Catalogue of References for Logistics)

双方向通信によるデータの授受
※データベースのイメージ
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NATOカタログ制度への参加国数： 65か国

NSN（NATO物品番号）登録数： 約3,700万件

（内、アクティブなもの約1,790万件）

業者登録数： 約280万社

部品収録数： 約4,850万件

NMCRLに関する「数字」
※（2024年９月現在）

（４－３）NMCRL (NATO Master Catalogue of References for Logistics) 
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●各国国防省のみならず、防衛関連企業等民間企業もNMCRLを利用している
●NMCRL契約の多い順・・・フランス、ドイツ、英国、スペイン、イタリア

（５－１）諸外国におけるNMCRLの契約状況

※データ情報源：NSPA
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●NATOカタログ制度のデータベースを使用している主な防衛関連企業（一部抜粋）

- Airbus（フランス）
- Babcock（英国）
- BAE Systems（英国）
- Dassault Aviation（フランス）
- Leonardo（イタリア）
- INTRACOM（ギリシャ）
- Rolls- Royce（英国）

- MBDA（英国）
- SAAB（スウェーデン）
- Safran（フランス）
- Thales（フランス）等

※注１ 契約企業名の情報源はNSPA及び各国
注２ Photos taken by K.MORINO

（５－２）諸外国企業の利用状況
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（５－３）他国の例 (NATOカタログ制度の捉え方
～スウェーデンSAAB社の認識) 
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個 人 用
（ １ ユ ー ザ ー ）

小 規 模 団 体 用
（５ユーザー）

中 規 模 団 体 用
（ 2 0ユーザー）

WEB版 1,150€ 2,040€ 3,940€

オフライン版 1,390€ 2,310€ 4,600€

パック
（WEB+オフライン）

1,570€ 2,630€ 5,140€

（６）NMCRLの契約について（プラン別特徴／料金）

● NMCRLを契約する際の料金（2024年現在） ＊年間契約の場合

メリット デメリット

WEB版 ●ネット環境が利用可能な場所で
あればどこでも24/365使用可能

●画像（イメージ）の閲覧が可能
●NSNの比較が可能

オフライン版 ●ネット環境がなくても使用可能
●データのダウンロードが可能

●WEB版に比べて検索機能が少
ない（特性値の閲覧が不可）
●金額がWEB版よりやや高い

パック
（WEB+オフライン）

●WEB版、オフライン版両方
の機能が使用可能

●金額が高い

● 各プランの特徴
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（７）NMCRL体験のお知らせ

●2025年5月21日～23日 DSEI JAPAN開催

・日本で開催される２年の１度の防衛装備展示会
に、NATOからNMCRL普及のためNSPA関係者を招聘予定

●DSEI JAPAN開催期間中に、日本企業等向けデモストレーションを実施予定

・実際にNMCRLの画面を見て、情報検索ができるよう準備中
・実施の詳細（日時・場所等）は追ってお知らせ予定
・無料トライアルも可能
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２ NATOカタログ制度の活用方法を知る
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NATO Stock Number
(NSN)

NATO指定品目名
（懐中電灯）

ユーザー国

製造者記号(NCAGE)
および企業名

製造企業における
部品番号

細部特性など

NMCRLにおけるNSN検索画面の一例

（１）NMCRLに含まれるデータ
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デモンストレーション内容

NMCRLを用いて実際に検索してみましょう！

ケース１：部品番号

ケース２：カタログ情報

ケース３：NSN、入札情報

（２－１）NMCRLの活用事例
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NMCRLを用いて実際に検索してみましょう！

ケース１：部品番号

部品番号：COM-5-33C-70-AN-10 

コムニカ弁（電磁切替弁）

デモンストレーション内容

（２－２）NMCRLの活用事例
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デモンストレーション内容

NMCRLを用いて実際に検索してみましょう！

ケース２：カタログ情報

検索条件；

品目名：ボールベアリング、環状
外径：30.0mm
孔径：10.0mm
全幅：9.0mm
穴の形状：直線
表面仕上げ：研磨済
荷重方向：ラジアル（放射状）
保持器の製造方法：プレス加工

形状：ー
素材：ー

（２－３）NMCRLの活用事例
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デモンストレーション内容

NMCRLを用いて実際に検索してみましょう！

ケース３：NSN、入札情報

（２－４）NMCRLの活用事例
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調達との関係性(他国の事例)

補給システム

技術資料

入札システム入
札

類別データベース要求元

調
達
要
求

NSN

NSN

NSN

送
受
信

NSN

（２－５）NMCRLの活用事例

図はイメージです。
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第１回NATOカタログ制度説明会終了後のアンケートでのコメント

・ NATOカタログによる具体的なニーズや市場規模などを
教えて頂きたい

・ NATOカタログへの製品登録方法、MIL SPECとの
関係についての説明があれば是非参加したい

など…

対象製品によって状況が異なるため、個別の相談に対応いたします

●第１回説明会（2024年9月）をうけて
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質 疑 応 答
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お問い合わせはこちらへ

Japan_ncb@ext.atla.mod.go.jp


